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うまいもん市 in あいなん
愛南の“うまいもん”を
召し上がれ



p2広報あいなん

愛は南から
　年間を通して活発な事業を展開

し、数多くの利用者があった優良

な海洋センターに与えられる「特

A評価」を愛南町御荘 B&G 海洋

センターが 10 年連続で受けまし

た。10 年連続での「特A評価」は、

390 か所ある全国の海洋センター

のうち 5か所のみという快挙で、

「B&G全国サミット」(1/28、東京

都 笹川記念会館 ) で表彰を受けた

清水雅
ま さ ふ み

文町長は、「来年以降も特

A評価をいただけるよう取り組ん

でいきたい」と意気込みを話しました。

　同センターでは町民の皆様の健康増進につながる活動を精力的に行い、平成 25 年度には、体

育館の利用者が 41,616 人 ( 全国 15 位 )、プールの利用者は 33,053 人 ( 全国 29 位 ) と、多くの

方に利用していただいています。5年ほど前から健康づくりのためにプールを利用している大
お お ぐ ろ

黒

吏
つかさ

さん (65 歳、御荘平城 ) は、「日課のように毎日通っているこの施設がすばらしい賞を受賞し

て大変うれしい。センター勤務の職員はとても親切で、快適に、安心して利用できている。今後

も続けたい」と、若々しく健康的な表情で話してくれました。

　皆様も健康づくりの一助として、同センターをぜひご活用ください。

町長の行動
1 月
18 日 町消防出初式
19 日 南予水産研究センター参与会
22日 あいなん食改味まつり
23日 地域医療講演会、中村時広新春の集い（松山市）
24日 愛顔感動ものがたり（松山市）
25日 東海杯少年サッカー大会、町食育推進大会
26日 四国地方公共工事品質確保推進協議会（松山市）、四国防災トップセミナー（松山市）
27日 B&G財団への国体準備陳情（東京都）
28日 B&G全国サミット（東京都）
29日 道路中央要望（東京都）
30日 土地改良事業団体連合会理事会（松山市）、日本食研訪問（今治市）
31日 山本公一賀詞交歓会（宇和島市） など

2 月
  1日 うまいもん市 in あいなん 2015
  2日 公共施設マネジメントセミナー（松山市）
  3日 御荘霊苑・環境衛生センター・クリーンセンター環境対策委員会、シーボーンアート点灯式
  5日 防災会議
  6日 町村会全員連絡会（松前町）
  7日 町水産フォーラム
12日 宇和島保健所運営協議会（宇和島市）
13日 くにひろ育英会理事会、救急医療関係者懇談会  など

愛南町の人口
平成 27 年 2 月 1日現在

10,718 戸世帯数 11,064 人男 12,468 人女23,532 人人口

御荘B&G海洋センタープールを利用していた皆さん。

様々な世代の方が快適に利用できる施設です。
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　米寿を迎えられた方を対象とする高齢者叙勲受章者が発表されました。本町からは、旧御荘町議会議員を 4

期16年務められた井関陳夫さん (御荘菊川 )と旧城辺町議会議員を3期12年務められた浦川辰己さん (久良 )

が、ともに「旭日単光章」を受章されました。心から敬意を表しますとともに、晴れの受章をお喜び申し上げます。

　「第 42 回えひめこども美術展」
で特選・入選に選ばれた町内小中
学生の絵画や書道などの作品が、
御荘文化センターに展示されまし
た。(2/13 ～ 20)

高齢者叙勲おめでとうございます

旭日単光章  浦川 辰
た つ み

己さん旭日単光章  井関 陳
の ぶ お

夫さん

　「第 11 回小学生のぼうさい探検
隊マップコンクール」で、町内小
学校が応募した作品のうち、5 点
が入選しました。写真は、審査員
特別賞を受賞した緑小学校の「ぼ
うさいグリーン隊 Cチーム」と『早
く逃げよう避難経路マップ』です
(P8 に関連記事 )。(1/16)

　漁業技能実習で本町に滞在して
いるインドネシアの実習生 8 名
が「愛南町ふれあい健康マラソン」
に参加し、愛媛新聞社賞を受賞し
ました (P20 に関連記事 )。(2/1)
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殻
付
き
カ
キ
を
1
万
2
千
個
用
意
し
た
「
カ
キ
食
べ
放
題
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
先
着
の
3
0
0
名
が
カ
キ
の
炭
火
焼
き
や
酒
蒸
し

を
堪
能
し
ま
し
た
。
町
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、「
わ
ざ
わ
ざ
遠

く
か
ら
来
た
か
い
が
あ
っ
た
」
と
、
皆
さ
ん
声
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

参
加
者
の
声
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

愛
南
の〝
う
ま
い
も
ん
〞を
召
し
上
が
れ

　

南
レ
ク
ロ
ッ
ッ
ジ
前
広
場
で
、
愛

南
町
の
冬
の
地
場
産
品
を
P
R
す

る
「
う
ま
い
も
ん
市
i
n
あ
い
な
ん

2
0
1
5
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
愛
南
町
の
冬
の
味
覚

を
代
表
す
る
カ
キ
を
は
じ
め
と
す
る

海
や
山
の
「
う
ま
い
も
ん
」
を
食
べ

よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
約
1
万
5
千

人
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

無料で提供されたカキ汁も大人気。約 1,000 食が 1時間ほどでなくなりました。

 「愛南のカキは、とってもおいしい。

20 個は絶対に食べる」と意気込みを

話してくれた田丸公
こ う き

貴くん ( 松山市、

写真右 )。妹の美
み さ き

咲ちゃんも「いっぱ

い食べたい」とカキをほおばりました。

 「食いしん坊一家なんです」と、矢野川芽
め い

衣

ちゃん (四万十市、写真左 )が話すように、

お母さんの知
ち え

恵さんと競うように次々と焼き

ガキやカキ飯を平らげました。「来年も絶対

に来たい」と笑顔の芽衣ちゃん。

「マイエプロンを持参してきた」と話

す田窪良
りょうじ

二さん (今治市 )は、「このエ

プロンを持って行って、いろいろな場

所でカキを食べるけど、愛南のカキは

特においしいと思う」と、太鼓判を押

しました。

2/
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う
ま
い
も
ん
市
で
は
、「
カ
キ
の
食
べ
放
題
」
や
無

料
提
供
さ
れ
た
「
カ
キ
汁
」
の
ほ
か
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

プ
リ
プ
リ
食
感
の
カ
キ
フ
ラ
イ（
写
真
①
）、
カ
キ
の
酒

蒸
し（
写
真
②
）
や
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
な
ど
の
浜
焼
き（
写
真

③
）、
脂
が
の
っ
て
今
が
ま
さ
に
食
べ
ご
ろ
の
寒
ブ
リ
の
刺

身
や
マ
グ
ロ
の
す
し（
写
真
④
）
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
「
餅
ま
き
」
で
は
、
愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
な
ー
し
く
ん
も
大
活
躍
し（
写
真
⑤
）、「
カ
キ
数

当
て
ク
イ
ズ
」（
写
真
⑥
）や
「
カ
キ
の
す
く
い
取
り
」（
写
真
⑦
）

に
も
人
だ
か
り
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
愛
南
愛
あ
い

大
使
に
よ
る
「
な
ー
し
く
ん
風
船
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」（
写
真
⑧
）

や
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
」（
写
真
⑨
）な
ど
も
あ
り
、
大
人
か
ら

小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
が
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　愛南のカキが養殖され
る御荘湾には、二級河川
僧都川の河口付近に広が
る広大な落葉樹林の豊富
な栄養分が流れ込みます。
　豊富なプランクトンと
温暖な気候により、愛南
のカキは、肉厚で潮の香
りが濃く、絶品と評判で
す。

1

2

3
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御荘方面隊による小隊訓練

地
域
防
災
の
担
い
手

士
気
高
め
る

■
消
防
本
部
か
ら

 1/
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町

か

ら

の

お

知

ら

せ

　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
平
成
27
年
愛
南
町
消
防
出

初
式
」
を
挙
行
し
、
町
内
５
方
面

隊
18
分
団
か
ら
出
動
し
た
団
員
約

５
０
０
名
が
姿
勢
・
服
装
点
検
や
小

隊
訓
練
、
分
列
行
進
な
ど
規
律
の
と

れ
た
動
作
で
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
操
法
訓
練
も
行
わ
れ
、
御

荘
方
面
隊
第
４
分
団
長
月
支
部
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
を
、
一
本
松
方
面
隊

第
２
分
団
広
見
支
部
が
ポ
ン
プ
車
操

法
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、柏
小
、

平
城
小
、城
辺
小
、一
本
松
小
、福
浦
小

の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
人
員
服

装
点
検
も
あ
り
、各
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
隊
長
の
号
令
に
合
わ
せ
た
元
気

の
い
い
団
体
行
動
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、消
防
団
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
表
彰
状
の
授

与
と
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
平
成
27
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
被
表
彰
者（
敬
称
略
）】

日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
伝
達
）

●
功
績
章

　
西
海
方
面
隊

副
団
長

菅
原
千ち

代よ

郎ろ
う

●
精
績
章

　
一
本
松
方
面
隊

副
団
長

岡

正
た
だ
し

●
勤
続
章

御
荘
方
面
隊
　
　
第
２
分
団
　
団
員
　
宮
下
　
定

さ
だ
む

城
辺
方
面
隊
　
　
第
３
分
団
　
団
員
　
前
田
末す

え
み
つ光

城
辺
方
面
隊
　
　
第
３
分
団
　
団
員
　
加
洲
泰や

す

司し

西
海
方
面
隊
　
　
第
２
分
団
　
団
員
　
坂
井
宏ひ

ろ
み
つ光

　
西
海
方
面
隊
　
　
第
３
分
団

部
長

福
本
寅と

ら

尾お

愛
媛
県
知
事
表
彰

●
功
労
章

　
内
海
方
面
隊
　
　
副
団
長

島
内
登と

よ

き

世
樹

ほ
か
６
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
功
績
章

　
御
荘
方
面
隊

第
４
分
団

分
団
長

竹
平
満み

つ

之ゆ
き

ほ
か
３
名

●
勤
続
章

　
一
本
松
方
面
隊
　
第
４
分
団

副
分
団
長

吉
良
祐ゆ

う
い
ち一

ほ
か
42
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
御
荘
方
面
隊
　
　
小
松
一か

ず

好よ
し

副
団
長
夫
人

小
松
園そ

の

美み

愛
南
町
長
表
彰

　
城
辺
方
面
隊
　
　
第
１
分
団

団
員

西
田
季と

き
ふ
み史

ほ
か
９
名

愛
南
町
長
表
彰
　
団
体
表
彰

　
一
本
松
方
面
隊
　
第
２
分
団
広
見
支
部

　
御
荘
方
面
隊
　
　
第
４
分
団
長
月
支
部

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

西
海
方
面
隊

第
１
分
団

部
長

吉
田
拓た

く

真ま

ほ
か
18
名
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竹下和男氏による食育講演

食
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

高
速
道
路
「
内
海
〜
宿
毛
間
」
の
早
期
事
業
化
を

め
ざ
し
て

■
建
設
課
か
ら

西村明
あき

宏
ひろ

国土交通副大臣（写真中央）に要望書を手渡す清水町

長。写真左側から井原
たくみ

巧参議院議員、山本
じゅん

順三
ぞう

参議院議員、

山本公
こう

一
いち

衆議院議員、西村副大臣、清水町長、沖本宿毛市長、

山下愛南町議会議長、岡崎宿毛市議会副議長

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
５
回

愛
南
町
食
育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、

食
育
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
参
加
者

約
２
０
０
名
が
食
育
に
つ
い
て
共
に

学
び
ま
し
た
。

　
食
育
講
演
で
は
、
全
国
的
に
広
が

る
「
弁
当
の
日
」
の
提
唱
者
竹
下
和か

ず

男お

氏
が
、
『〝
弁
当
の
日
〞
で
何
が
育

 1/
   25

つ
か
〜
〝
弁
当
の
日
〞
に
託
し
た
夢

〜
』
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
「
弁

当
の
日
」
に
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

台
所
に
立
ち
弁
当
を
作
る
過
程
が
、

〝
人
間
脳
〞
と
も
い
わ
れ
る
脳
部
位

の
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

に
与
え
る
好
影
響
に
つ

い
て
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
ま
し

た
。
竹
下
氏
は
、
「
子
ど
も
た
ち
が
、

い
か
に
自
立
に
つ
な
が
る
弁
当
作
り

を
し
た
か
。
調
理
技
術
の
高
さ
な
ど

を
見
る
の
で
は
な
く
、
大
切
な
こ
と

は
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
弁
当
を
ほ

め
て
や
る
こ
と
」
と
、
弁
当
を
作
る

こ
と
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
人
間
的

成
長
に
言
及
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
27
年
３
月
に
策

定
予
定
の
「
第
２
次
愛
南
町
食
育
推

進
計
画
（
案
）
」
の
紹
介
や
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
速
道
路
未
事
業
化
区
間

で
あ
る
「
内
海
〜
宿
毛
間
」

の
早
期
事
業
化
を
め
ざ
し
て
、
愛
南

町
と
高
知
県
宿
毛
市
が
２
市
町
合
同

で
国
土
交
通
省
な
ど
東
京
都
の
関
係

機
関
に
出
向
き
、
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。       

　
今
回
要
望
を
行
っ
た
の
は
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長
、
沖
本
年と

し

男お

宿
毛
市
長

を
は
じ
め
、
山
下
正ま

さ

敏と
し

愛
南
町
議
会

議
長
、
岡
崎
利と

し

久ひ
さ

宿
毛
市
副
議

長
や
田
村
弘ひ

ろ

文ふ
み

愛
媛
県
土
木
部

長
、
北
川
尚
ひ
さ
し

高

知
県
東
京
事
務

所
理
事
の
ほ
か

両
県
の
関
係
職

員
の
総
勢
14
名

で
す
。一
行
は
、

国
土
交
通
省
幹

部
職
員
や
両
県

の
国
会
議
員
に

対
し
、
高
速
道

路
「
四
国
８
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
中
で
整

備
計
画
が
決
ま

っ
て
い
な
い
区
間「
内
海
〜
宿
毛
間
」

に
つ
い
て
、
救
命
救
急
医
療
や
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
災
害
時
の

『
命
の
道
』
と
し
て
の
機
能
、ま
た
、

観
光
や
産
業
振
興
な
ど
地
域
経
済
の

活
性
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
、

高
速
道
路
の
重
要
性
と
必
要
性
を
強

く
訴
え
、
早
期
事
業
化
を
図
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

 1/
   29

【
基
本
理
念
】

　
み
ん
な
で
取
り
組
む
愛
南
の
食

育
！
　
〜
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ

と
地
域
力
〜

【
基
本
目
標
】

基
本
目
標
Ⅰ
　
楽
し
く
！
お
い
し

く
食
べ
て
、
心
も
か
ら
だ
も
健
や

か
に
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
ろ
う
！

基
本
目
標
Ⅱ
　
食
で
育
む
子
ど
も

の
未
来 

生
涯
を
元
気
に
す
ご
す
健

康
な
心
と
か
ら
だ
を
育
て
よ
う
！

基
本
目
標
Ⅲ
　
愛
南
の
自
然
の
恵

み
に
触
れ
、
食
べ
、
感
じ
て
、
食

文
化
を
理
解
し
よ
う
！

第
２
次 

愛
南
町
食
育
推
進
計
画（
案
）の
基
本
理
念
と
基
本
目
標
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水
産
業
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
模
索

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

巻き網漁法について説明する久德孝広さん

防
災
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
快
挙

■
防
災
対
策
課
か
ら

受賞した3作品と福浦小児童の皆さん

　
「
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
水
産
業
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
第
５
回
愛
南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
漁
協
職
員
や
漁
業

関
係
者
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
本
町
で
ク
ロ

マ
グ
ロ
等
海
産
魚
の
種
苗
生
産
を
展

開
す
る
南
洋
漁
業

㈱
の
角
正
浩こ

う

一い
ち

代

表
取
締
役
が
「
養

殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

種
苗
生
産
に
つ
い

て
」
、
ま
た
、
愛

南
漁
業
協
同
組
合

の
久
德
孝た

か

広ひ
ろ

理
事

が
「
愛
南
町
の
小

型
巻
き
網
漁
業
に

つ
い
て
」
と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
内
容
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ

た
総
合
討
論
で

は
、
久
德
理
事
が

発
表
の
中
で
「
漁

獲
量
が
減
少
し
て

も
漁
獲
高
が
減
少

 2/
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一
般
社
団
法
人 

日
本
損
害
保
険
協

会
な
ど
が
主
催
す
る
「
第
11
回
小
学

生
の
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン

ク
ー
ル
」（
応
募
作
品
２
，２
６
７
点
）

で
、
福
浦
小
学
校
３
、
４
年
生
４
名

（
チ
ー
ム
名
「
風
の
子
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ズ
」
）
が
作
成
し
た
『
樽
見
自
助
・
共

助
マ
ッ
プ
』
が
、
上
位
３
賞
の
一
つ

「
消
防
庁
長
官
賞
」
に
選
ば
れ
る
な

ど
、
町
内
小
学
校
の
５
作
品
が
入
賞

し
ま
し
た
。

　
消
防
庁
長
官
賞
の
表
彰
は
３
月
15
日
（
日
）

に
仙
台
市
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
本
番
の
表
彰

式
に
先
立
ち
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
協
力
し
た

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
の
「
プ
レ
表

彰
式
」
が
、
２
月
９
日
に
福
浦
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
出
席
し
た
日
本

損
害
保
険
協
会
の
鈴
木
文ふ

み

明あ
き

主
査
は
、
昨
年

ま
で
同
校
が
２
年
連
続
で
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
今
年
は
応
募
作
品
３

点
す
べ
て
が
受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
驚

く
べ
き
快
挙
。
児
童
一
人
一
人
の
防
災
意
識

が
高
く
、
日
頃
か
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
成

果
だ
と
思
う
」
と
、
賛
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

町
内
小
学
校
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

消
防
庁
長
官
賞

　
福
浦
小
　
『
樽
見
自
助
・
共
助
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
風
の
子
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
）

審
査
員
特
別
賞

　
緑
小
　
　
『
早
く
逃
げ
よ
う
避
難
経
路
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
ぼ
う
さ
い
グ
リ
ー
ン
隊
Ｃ
チ
ー
ム
）

佳
作

　
福
浦
小
　
『
き
け
ん
チ
ェ
ッ
ク

ぼ
う
さ
い
お
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
ぼ
う
さ
い
風
の
子
た
い
３
）

　
　
〃
　
　
『
通
学
路
安
全
安
心
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
風
の
子
レ
イ
ン
ボ
ー
）

　
船
越
小
　
『
津
波
防
災
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　（
船
っ
子
防
災
キ
ッ
ズ
）

し
な
い
よ
う
に
工
夫
し
な

が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た

よ
う
に
、
参
加
者
は
積
極

的
に
意
見
交
換
し
、
漁
場

環
境
が
変
化
し
て
い
く
中

で
も
愛
南
町
水
産
業
が
発

展
し
て
い
く
た
め
の
方
策

を
探
り
ま
し
た
。

 1/
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
５
」
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

一
斉
送
付
・
更
新
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

■
人
権
啓
発
室
か
ら

写真右から志磨村俊二先生と宮﨑和友館長。左端は、飯田豊一先生

人権作文を発表する松本芽生さん

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27

年
３
月
31
日
で
す
。
３
月
下
旬
に
新

し
い
被
保
険
者
証
を
普
通
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
民
課
又
は
各
支
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
修
学
の
た
め
町
外
に
転
出
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ
】

　
今
現
在
、
修
学
の
た
め
町
外
に
転

　
５
月
24
日
（
日
）に
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ

前
駐
車
場
で
開
催
す
る
「
愛
南
び
や

び
や
祭
り
２
０
１
５
」
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。
申
込
方
法
や
締
切
り

等
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
店
資
格
　
原
則
と
し
て
町
内
産
品

を
取
り
扱
う
町
内
商
店
・
生
産
者
等

問
合
せ

　
商
工
観
光
課
内
　
愛
南
び

や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　「
『
ひ
と
ご
と
』
か
ら
『
わ
が
こ
と
』

へ
〜
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
愛
南
町
人
権
ふ
ぉ
ー
ら

む
」
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約

４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ふ
ぉ
ー
ら
む
は
、
町
内
中
学
生
有

志
に
よ
る
愛
南
町
解
放
子
ど
も
会

「
解
放
未
来
塾
」
の
歌
『
私
た
ち
の

合
言
葉
』
の
合
唱
で
幕
を
開
け
、
開

会
行
事
で
は
御
荘
中
学
校
１
年
生
の

松
本
芽め

生い

さ
ん
が
、
人
権
作
文
『
命

の
大
切
さ
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
大
森
文
化
会

館
館
長
の
宮
﨑
和か

ず

友と
も

さ
ん
と
高
知
県

香
南
市
立
野
市
中
学
校
の
志
磨
村

し
ゅ
ん
俊

二じ

校
長
の
お
二
人
を
迎
え
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
平
城
小
学
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校
の
飯
田
豊と

よ

一か
ず

教
頭
が
自
ら
の
意
見

を
交
え
な
が
ら
会
を
進
行
し
ま
し
た
。

　
宮
﨑
館
長
と
志
磨
村
校
長
は
、
ご

自
身
の
体
験
な
ど
か
ら
今
な
お
根
強

く
残
る
差
別
の
実
態
に
触
れ
、
飯
田

教
頭
が
、
「
光
の
見
え
な
い
教
育
で

は
厳
し
い
。
人
権
教
育
自
体
が
光
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
人
権

教
育
の
在
り
方
を
参
加
者
に
訴
え
ま

し
た
。

出
し
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
修
学

の
必
要
が
あ
る
場
合
は
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の
　
在
学
証
明
書
（
証

明
書
の
日
付
は
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
の
も
の
）
、
被
保
険
者
証
、
印

鑑※
修
学
が
終
了
し
た
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
の
で
、
町
民
課
又
は
各
支

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
税
務
課
か
ら

平
成
27
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
（
納
税

義
務
者
の
う
ち
、
免
税
点
未
満
で
課

税
さ
れ
な
い
方
を
除
く
。）
ご
本
人
の

固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
た
め
に
、
比
較
し
た
い

土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
、
町
内
に
所
在
す
る
土
地
又
は
家

屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
を

納
税
す
る
方
が
、
比
較
し
た
い
土
地

又
は
家
屋
の
地
番
を
指
定
し
、縦
覧
期

間
中
に
限
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
方
法
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

土地価格等縦覧帳簿
所在・地番・地目・地積・価格が記
載されています。

家屋価格等縦覧帳簿
所在・家屋番号・種類・構造・建築年・
床面積・価格が記載されています。

縦覧期間
4月1日（水）～4月30日（木）
8時30分～17時
※土・日・祝祭日を除く。

縦覧場所 本庁税務課

縦覧できる人

・町内に所在する土地又は家屋に対
して課する固定資産税の納税者及
びその同一世帯で生計を一にする
親族
・納税管理人
・納税者に委任を受けた代理人（委
任状が必要です。）

持参するもの
・印鑑
・納税通知書又は運転免許証等、本
人であることを証明できるもの

縦覧の目的が制度以外の目的と思われる場合、縦覧をお
断りすることがあります。なお、縦覧期間以外は、土
地・家屋価格等縦覧帳簿の公開は一切できません。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
金
融
機
関
に
行
く
手
間
と

時
間
を
省
く
た
め
、
１
年
間
あ
る
い

は
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前
納

制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。※
国
民
年

金
を
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

現
金
納
付
の
場
合

・
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
期
限
は
平

成
27
年
４
月
30
日
で
す
。）。

・
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
申

込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
前
納

に
な
り
ま
す
。）。

【
平
成
27
年
４
月
分
〜

平
成
28
年
３
月
分
】

◆
１
か
月
ず
つ
納
付

　
　
　
１
８
７
，０
８
０
円

（
１
５
，５
９
０
円
×
12
か
月
）

◆
ま
と
め
て
12
か
月
納
付

　
　
　
１
８
３
，７
６
０
円

（
12
か
月
前
納
の
割
引
額

３
，３
２
０
円
）

◆
ま
と
め
て
６
か
月
納
付

　
　
　
９
２
，７
８
０
円

（
６
か
月
前
納
の
割
引
額７

６
０
円
）

問
合
せ

宇
和
島
年
金
事
務
所

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

○
３
月
17
日（
火
）

　

10
時
〜
15
時
30
分

　
（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

平
成
27
年
４
月
か
ら

１
か
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額

１
５
，５
９
０
円

（
平
成
26
年
度
保
険
料
額

１
５
，２
５
０
円
か
ら
、

３
４
０
円
引
き
上
げ
）

問合せ　税務課 ℡７２ ―７３０１



p11 広報あいなん

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　３月１０日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　３月１４日（土）・２５日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

し
っ
か
り
歯
み
が
き
で
む
し
歯
ゼ
ロ

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
町
内
の
全
保
育
所
、

幼
稚
園
の
年
中
・
年
長
児
及
び
全
小

学
校
の
児
童
を
対
象
に
フ
ッ
素
洗
口

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
化
物
に
は
、
歯
を
強
く
す

る
、
歯
の
石
灰
化
を
促
進
す
る
、
む

し
歯
菌
の
働
き
を
抑
制
す
る
な
ど
の

働
き
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ  

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

5

4.5

4

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0
年少児 年中児 年長児 小学1年生 中学1年生

※中学1年生は
　永久歯

22年度

26年度

【本町における一人平均むし歯数※の推移】
※むし歯数（DMF歯数）＝未治療のむし歯＋むし歯により失った歯＋治療済みのむし歯の本数

　愛南町で実施しているむし歯予防の取組の結果、どの年代でも一人平
均むし歯数が減少しました。愛南町では引き続き、歯みがきやバランス
の取れた食生活など、子どもたちのむし歯予防に取り組んでいきます。

  

税
務
課
等
か
ら

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

10期分/

10期分

介

護

保

険

税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
愛
南
町
と
愛
南
町
食
育
推
進
協
議

会
で
は
、
食
育
推
進
計
画
で
の
取
組

の
一
つ
と
し
て
、
む
し
歯
ゼ
ロ
率
の

高
い
保
育
所
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校

か
ら
「
愛
な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
」
を

決
定
し
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、
次
の
と
お
り
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
）内
の
数
字
は
む
し
歯
ゼ
ロ
率

保
育
所
・
幼
稚
園
の
部

　
　
家
串
保
育
所（
87
・
５
％)

小
学
校
の
部

　
　
長
月
小
学
校 

（
１
０
０
％)

中
学
校
の
部

　
　
篠
山
中
学
校 

（
１
０
０
％)

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
み
が
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

一
人
平
均
む
し
歯
数（
本
）
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
イ
チ
ゴ
狩
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
等
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す

■
税
務
課
か
ら

　
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
が
定

期
化
さ
れ
、
一
部
公
費
負
担
で
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
予
防
接
種
は
、
平
成
26

年
10
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で

は
、
年
度
ご
と
に
年
齢
を
区
切
っ
て

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
接
種
期
限
が
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す

の
で
、早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
接
種
を
公
費
で
受
け
る
に

は
、
接
種
券
及
び
予
診
票
が
必
要
で

す
（
持
た
ず
に
接
種
し
た
場
合
は
自

費
に
な
り
ま
す
。）
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
城
辺
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
　
生
涯
１
回

自
己
負
担
金
　
４
，０
０
０
円
（
生
活

保
護
受
給
者
は
所
定
の
手
続
き
に
よ

り
無
料
）

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
「
イ
チ
ゴ
狩
り
と

楽
し
い
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
っ
た
イ

チ
ゴ
を
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
友
人
同

士
で
楽
し
く
摘
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
21
日（
土
） 

　
　
　
10
時
〜（
小
雨
決
行
）

場
所
　
緑（
樋
口
）

定
員
　
15
名（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
１
，５
０
０
円

持
ち
帰
り
は
別
途
代
金
が
必
要
で
す
。

申
込
期
日
　
３
月
17
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
℡
７
２
―

７
３
１
１

今
年
度（
平
成
26
年
度
）の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

65
歳

昭
和
24
年
４
月
２
日
〜
昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳

昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳

昭
和
14
年
４
月
２
日
〜
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳

昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
昭
和
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳

昭
和
４
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳

大
正
13
年
４
月
２
日
〜
大
正
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳

大
正
８
年
４
月
２
日
〜
大
正
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１
０
０
歳

大
正
３
年
４
月
２
日
〜
大
正
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１
０
１
歳
以
上

大
正
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
も
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
、
軽
自

動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
平
成
27

年
４
月
１
日
時
点
で
、
原
付
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方

に
は
、
平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税

が
か
か
り
ま
す
。
す
で
に
廃
車
し

た
、
人
に
譲
っ
た
又
は
盗
難
に
あ
っ

た
場
合
な
ど
で
、
ま
だ
廃
車
手
続
き

又
は
名
義
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
４
月
１
日
（
水
）
ま
で
に

必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
二
輪
・
小
型
特
殊
の
税
率
】

　
二
輪
・
小
型
特
殊
の
軽
自
動
車
税

新
税
率
に
つ
い
て
、
２
月
に
各
戸
へ

配
布
し
た
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
適
用
が
１
年
延
期
さ
れ
、

平
成
28
年
度
課
税
分
か
ら
適
用
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

問
合
せ  

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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2月3日に行われた点灯式に参加した鶴岡高
たか

志
し

院長（写真左）と清水雅
まさ

文
ふみ

町長

第
４
回 

愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会 

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

石
垣
の
里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す

■
西
海
公
民
館
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

南
宇
和
病
院
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
作
品
展

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

※
作
品
展
は
、３
月
５
日
（
木
）
か
ら
26
日
（
木
）
ま
で
、
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
に
場
所

を
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
日
時
　
６
月
６
日（
土
） 

　
　
　
　
　
13
時
ス
タ
ー
ト

場
所
　
西
海
地
域

申
込
締
切
　
４
月
10
日（
金
）

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(h
ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
)

又
は
郵

便
に
よ
る
申
込
み

※
本
大
会
は
、
２
０
１
５
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
選
手
権
・
２
０
１
５
日
本
選

手
権
代
表
選
考
会
、
２
０
１
５
Ｊ
Ｔ

Ｕ
エ
イ
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
大
会
、

２
０
１
５
Ｊ
Ｔ
Ｕ
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
サ
ー
キ
ッ
ト
大
会
（
第
２
戦
）

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

問
合
せ  

　
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
外
泊
地
区
に
受
け
継
が
れ
る
石
垣
の
文
化
を

保
存
伝
承
し
、
心
に
残
る
ふ
る
さ
と
の
風
景
を

守
ろ
う
と
、「
石
垣
守
ろ
う
会
」
と
外
泊
地
区
が

主
催
す
る
「
石
垣
の
里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
２
０
０
個

以
上
の
愛
ら
し
い
石
雛
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
〜
４
月
３
日（
金
）

散
策
展
示
場
所
　
外
泊
地
区
集
落
内(

野
外
展
示)

問
合
せ

　
西
海
公
民
館 

℡
８
２
―

０
０
６
９

　
南
宇
和
病
院
で
は
、
愛
南
町
特

産
の
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や
漂
着
ガ
ラ
ス

な
ど
の
素
材
を
〝
海
か
ら
の
贈

り
物
〞
と
し
て
活
用
し
た
「
シ
ー

ボ
ー
ン
ア
ー
ト
作
品
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
シ
ー
ボ
ー
ン

ア
ー
ト
愛
南
教
室
や
愛
南
町
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
当
院
１
階
ロ

ビ
ー
ほ
か
各
階
に
華
や
か
な
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
約
40
点
も
の
作

品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　
と
て
も
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品

ば
か
り
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

な
ど
多
く
の
方
が
心
を
癒
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
密
着
型
病
院

と
し
て
、
愛
南
町
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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守
る
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
！

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

登
記
相
談
の
事
前
予
約
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

　
私
た
ち
の
会
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
３
年
間

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
、
『
広
報
あ

い
な
ん
』
に
も
コ
ラ
ム
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
「
あ

い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
」
が

ど
の
よ
う
な
会
か
、
一
目
で
わ
か

る
ス
テ
キ
な
冊
子
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
時
に
は
、

年
１
回
の
研
修
会
や
各
種
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
、
救
命
講
習
会
な
ど
…

あ
れ
も
こ
れ
も
写
真
を
載
せ
た
く

て
、
な
か
な
か
一
枚
の
紙
に
収
ま

ら
ず
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
活
動
紹
介
も
大
切
で
す
が
、
な

ぜ
守
る
会
が
で
き
た
の
か
、
ど
う

い
う
会
に
し
た
い
の
か
を
伝
え
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
あ
れ
こ
れ
と
考
え
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
、愛
南
町
の
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、み
ん
な
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
て
、
守
る
会
を
立
ち
上
げ
た

メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
ベ
ス

ト
シ
ョ
ッ
ト
を
ち
り
ば
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

置
か
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
手
に
と
っ
て
開
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
も
き
っ
と
笑

顔
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
、
会
員
共
通
の
〝
我
が
子
を

守
り
た
い
〞
と
い
う
思
い
か
ら
、

自
分
た
ち
で
学
び
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
伝
え
る
こ
と
が
会
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
松
山
地
方
法
務
局
で
は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
登
記
相
談
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
記
相
談
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
し
て
い
た
だ

く
か
窓
口
に
お
越
し
の
上
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

予
約
受
付
電
話
番
号

【
不
動
産
登
記
に
関
す
る
相
談
】

松
山
地
方
法
務
局
　
宇
和
島
支
局
　
℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０

【
各
種
会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談
】

松
山
地
方
法
務
局
　
法
人
登
記
部
門
　
℡  
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
９
７

お知らせ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、
４
月
１
日（
水
）か
ら
の
採
用
で

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　
臨
時
介
護
職
員
　
15
名
、
臨
時
看
護
職
員
　
４
名
　
※
看

護
職
員
は
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許
が
必
要
で
す
。

雇
用
期
間
　
採
用
か
ら
２
年
間
。
た
だ
し
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
職
員

は
１
年
後
か
ら
嘱
託
職
員
へ
の
切
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

福
祉
士
資
格
取
得
の
意
欲
が
あ
る
方
は
、
２
年
後
か
ら
嘱
託
職
員
へ
の

切
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

試
験
　
面
接
試
験（
応
募
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。）

応
募
期
間
　
随
時
受
付

※
応
募
要
領
、
採
用
後
の
勤
務
地
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合  

℡  
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ
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忘れないこと。

〜
ま
ち
を
元
気
に
〜
「
げ
ん
き
市
」
を
開
催
し
ま
す

愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
か
ら

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す

日
本
弁
護
士
連
合
会
・
愛
媛
弁
護
士
会
か
ら

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
等
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

－あいなん音故地新－
　大切なのは忘れないこと。と、亡くなった祖母が教えてくれた。あたしが友人を亡くし

て泣いてるときのことだった。“泣きよったら成仏できん。その子のことを忘れずにおる

ことが大切なんぞ。”そのときの祖母の声や表情まで覚えている。

　忘れないこと。って、簡単なようで難しい。痛みや苦しみは時間とともに薄れていく。

これは、人間が生きていくには必要な、ひとつの“能力”らしい。辛いことと苦しいこ

とを薄れることなく記憶し続けると、脳が耐えられずに壊れてしまう、と聞いたことがあ

る。祖母から言葉をかけられたあの日の痛みはあたしの中でほとんどなくなり、時々思い

出しながら“彼が生きていたら何て言うたかな？”と、穏やかに話せるようになった。

　東日本大震災から4度目の春が訪れようとしている。あの日、大切なものを数え切れな

いほど失った方たちも少しずつ痛みが和らいでいたら、と思う。ただ、震災のことを忘れ

たらいけん。この日が来るたびあたしたちは思い出し、もしものときに備えて準備をしと

かんと。避難場所、防災リュックの確認、もう一度家族で話合ってほしい。悲しい思いを

する人はできるだけ少ないほうがいいから。

　大切なのは忘れないこと。毎年この日に思い出して。（テノヒラkiku）

日
時
　
３
月
15
日（
日
）　
11
時
〜
14
時（
歩
行
者
天
国
10
時
〜
15
時
）

場
所
　
城
辺
商
店
街
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん

内
容
　
リ
ヤ
カ
ー
市
な
ど
の
バ
ザ
ー
、
商
店
街
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
、
町
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
、
腕
に
覚
え
の
素
人
展 

な
ど

問
合
せ

　
愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん 

℡
７
３
―

２
２
８
８
）

お知らせ

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
等
の
労
働
問
題
、
生
活
保
護
や
多
重
債
務
な

ど
、
お
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
弁
護
士
連
合
会

と
愛
媛
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
問
題
に
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
実
施
日
時
　
３
月
13
日（
金
）　
10
時
〜
15
時

電
話
番
号
　
０
８
９
―

９
１
５
―

３
２
４
４
　
※
当
日
の
み
の
直
通
番
号

で
す
。
面
談
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
愛
媛
弁
護
士
会 

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

６
２
７
９

お知らせ

①
予
備
自
衛
官
補
（
社
会
人
・
学
生
な
が
ら
、
有
事
の
際
は
予
備
自
衛

官
と
し
て
勤
務)

　
応
募
締
切
日
　
３
月
24
日（
火
）

②
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
大
学
卒
業
者
等
を
対
象
に
陸
・
海
・
空
幹
部

自
衛
官
を
育
成)

　
応
募
締
切
日
　
５
月
１
日（
金
）

※
①
と
②
で
、
応
募
資
格
や
試
験
日
等
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

SAT

5

12

19

26

7

14

21

28

6

13

20

27

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※4月の引取日は、8日、22日で
す。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

春分の日

p16広報あいなん

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（4月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（4月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（4月の収集は27日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（4月の収集は13日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

４月の主な行事予定
  2日（木）

  8日（水）

　〃

　〃

  9日（木）

10日（金）

19日（日）

9：00～16：00

10：00～

14：00～

10：00～

16：30～17：30

消費生活相談員相談日

町内小学校入学式

篠山小中学校入学式

県立南宇和高校入学式

町内中学校入学式

あいなん幼稚園入園式

消防団退団式並びに辞令交付式

御荘支所2階

各小学校

篠山中学校

南宇和高校

各中学校

あいなん幼稚園

平城公民館

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

第32回 全日本少年軟式
野球大会 南予地区予選
●内海グラウンド
　8：30～17：00
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（4月の収集は1日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（4月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（4月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（4月の収集は15日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（4月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（4月の収集は23日）

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H26年7月11日～9月10日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

２０１５年
平成２７年３月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●御荘支所2階
　11：20～15：00

第30回 愛南町クロッケー親睦交流会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00

第23回 愛南レクバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
　9：00～16：00

第１回 なーしくん杯
ハイシニアソフトボール愛南大会
●南レク城辺多目的広場
　8：30～16：00

愛媛FCマッチタウン VS アビスパ福岡
●ニンジニアスタジアム
　13：00  キックオフ

町内小・中学校修了式
●各小・中学校

第11回 愛南町女子9人制バレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
　9：00～16：00

第32回 全日本少年軟式
野球大会 南予地区予選
●内海グラウンド
　10：00～15：00

第46回 南宇和郡サッカー選手権大会
●南レク城辺多目的広場ほか
　8：30～17：00

第7回 愛南町スポーツ少年大会 
バレーボール競技
●一本松交流促進センター
　9：00～15：00

町内小学校卒業式
●各小学校

町内中学校卒業式
●各中学校

あいなん幼稚園卒園式
●あいなん幼稚園
　10：00～11：00

県立南宇和高校卒業式
●10：00～
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本日!海日和!! 　  「海のゆりかご」vol.52

ムチカラマツエビのペア

　3月5日はサンゴの日である。サンゴは漁業や観光

の資源となるだけでなく、多くの生き物を育む海のゆ

りかごとして、生物多様性を豊かに保っている。

　水深20mほどの砂地に、海底からムチのように伸

びるムチカラマツというサンゴが群生している場所が

ある。ここに潜るときには、サンゴの上で生活してい

る小さなエビやカニを撮影するのを楽しみにしている。

しかし、サンゴと同じ色をしていて、なかなか見つけ

ることができない。その日も一本一本、くまなく探して、

やっと1cmほどのムチカラマツエビを見つけることが

できた。写真を撮るときには一匹だと思っていたのだ

が、なんと下側にオスも写っていた。さすが擬態の名人、

まんまとだまされてしまった。

　この個性豊かなエビは、ムチカラマツなくしては生

きていくことができない。サンゴを守るのは、これら

の小さな生き物を守ることでもある。

（撮影地 : 横島）       愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本物の芸術に触れる4
　福浦小学校で実施された「文化芸術による子ど

もの育成事業 - 巡回公演事業 -」で、公益財団法人 

大槻能楽堂による能楽が公演されました。

　この事業は、次代の文化の担い手となる子ども

たちに優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供しよ

うと文化庁の主催により行われています。今回の

公演には福浦小児童をはじめ、船越小と中浦小児

童のほか地域住民の皆さんが参加し、一流の舞台

芸術を楽しみました。

　この日は、能楽への理解を深めてもらおうと、

来場者が能楽を体験する時間も設けられ、来場者

が能楽特有の抑揚のある謡
う た い

をうたい、笛や小鼓、

大鼓などの囃
は や し

子との共演に挑戦する場面や能面を

つけた福浦小児童が、すり足や立ち姿など独特の

所作を演じる場面がありました。

　その後、能楽師により「土
つ ち ぐ も

蜘蛛」が演じられ、

鑑賞した人たちは、平安時代の武将源頼
ら い こ う

光やその

家来が蜘蛛の化け物を退治するという魅惑的な能

楽の世界に引き込まれていきました。

写真

52/

豆をまいて
鬼退治

2/

3

写真

4

　春が来る季節の変わり目に

豆をまいて邪気を追い払い、

無病息災を願う風習「節分」。

「魔（ま）を滅（め）っする」とい

う言葉から、豆をまくように

なったとする説もあるそうで

す。  

　町内各保育所にも招かざる

客「鬼」が来て、園児たちは

逃げ惑い、泣きながらも必死

で「鬼は外、鬼は外」と連呼

し豆をまきました。

写真

6

能「土蜘蛛」の一場面

能面をつけた福浦小児童



p19 広報あいなん

1

2 4

3

6

5

すべって ころんで 
柏小スキー教室

1/

25

写真

2

　柏小学校と内海公民館共催

によるスキー教室がソルファ

オダスキーゲレンデ (内子町 )

で行われ、児童 45 名と教職

員や保護者など総勢約 84 名

が参加しました。

　最初は緊張した表情の子ど

もたちでしたが、徐々に滑り

方のコツをつかみ、とても楽

しそうにスキーを満喫しまし

た。

　本町の主要な農産物である柑

橘を知ってもらおうと、町内 5

か所の幼稚園や保育所で農業支

援センター主催の「柑橘学習会」

が開催されました。学習会では、

「愛南ゴールド」や「ブラッド

オレンジ」など、約 20種類の

品種が紹介され、いくつかのミ

カンを試食しながら、品種ごと

の生育状況や収穫時期について

分かりやすく説明されました。

　長月保育所では、山口愛
あ い り

里

ちゃん (5 歳 ) が「いろんなミ

カンがあることが分かって楽し

かった」と、満面の笑顔で話し

てくれました。

いろんなミカンを
食べたよ

2/

4～13

写真

3
おいしく

健康づくり

1/

22

写真

1

　食を通して健康づくりを推

進しようと、町食生活改善推

進協議会 ( 尾﨑イトミ会長 )

主催による「あいなん食改味

まつり」が、一本松山村開発

センターで開催されました。

　味まつりでは毎年、「主食」、

「主菜」、「副菜」や「汁物」、

「デザート」に分類して、必要

な栄養素がバランスよく摂れ

るように工夫された料理が数

多く用意されます。来場者は、

あいなん五目ごはんやブリの

オレンジ焼き、かぼちゃクッ

キーなど彩りも鮮やかな料理

を、会話を弾ませながら楽し

く味わいました。
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　御荘 B&G 海洋センター周辺コースで「第 10 回愛南町ふれあい健康マラソン大会」が行われ、小・中学生、高校生、
一般の部に 635 名が参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、各部 1位のみ掲載 )】

小学 1年 男子 (1km)

     同     女子 (1km) 

小学 2年 男子 (1km)

     同     女子 (1km) 

小学 3年 男子 (1.5km) 

     同     女子 (1.5km) 

小学 4年 男子 (1.5km)

     同     女子 (1.5km)

小学 5年 男子 (2km)

     同     女子 (2km) 

小学 6年 男子 (2km)

     同     女子 (2km) 

中学 1年 男子 (4km)

寒風つき元気に疾走
2/1

大西駿
は や と

斗 ( 平城小 ) 4 分 25 秒

嘉新心
こ こ

来 ( 平城小 ) 4 分 30 秒

梶田栞
か ん な

樹 ( 緑小 ) 3 分 53 秒

岡田ひまり ( 平城小 ) 4 分 10 秒

大森 伯
は く

( 僧都小 ) 6 分 00 秒

西田夢
ゆ め か

果 ( 城辺小 ) 6 分 15 秒

倉田裕
ゆ う と

斗 ( 平城小 ) 5 分 31 秒

浦川萌
も か

花 ( 城辺小 ) 5 分 52 秒

白石幸
こう せ い

誠 ( 平城小 ) 7 分 21 秒

中平彩
あ や ね

寧 ( 城辺小 ) 7 分 53 秒

清水晃
こう だ い

大 ( 東海小 ) 7 分 10 秒

清水ことね ( 中浦小 ) 7 分 42 秒

西村拓
た く と

人 ( 城辺中 ) 14 分 53 秒

     同     女子 (3km) 

中学 2年 男子 (4km)

     同     女子 (3km) 

中学 3年 男子 (4km)

     同     女子 (3km) 

高校 男子 (4km) 

高校 女子 (3km) 

一般 男子 (4km) 

一般 女子 (3km) 

壮年 男子 (4km) 

壮年 女子 (3km) 

愛媛新聞社賞  二神明日美、インドネシアからの漁業実習
　　　　　　  生 8 名

井場木才
さ き

紀 ( 城辺中 ) 12 分 15 秒

永尾元
も と や

弥 ( 御荘中 ) 13 分 51 秒

山岡美
み さ こ

沙子 ( 御荘中 ) 11 分 12 秒

増田周
しゅ う と

大 ( 城辺中 ) 13 分 46 秒

二神明
あ す み

日美 ( 城辺中 ) 11 分 37 秒

河内宏
こ う た

太 ( 南宇和高校 ) 12 分 57 秒

菅原七
な な み

海 ( 南宇和高校 ) 11 分 37 秒

田中俊
しゅ ん や

也  13 分 35 秒

白石沙
さ お り

織  11 分 53 秒

酒井平
つ ね お

雄  14 分 59 秒

三浦智
ち え み

恵美  19 分 26 秒

　県内サッカーの 2014 年度の優秀選手や団体などが発表され、( 一社 )

愛媛県サッカー協会が表彰を行いました。町内からは、国体少年男子の

愛媛代表にも選ばれた増田周
し ゅ う と

大くん ( 城辺中 3年 ) など 6名が選出され

ました。今後のさらなる活躍が期待されます。
【2014 年度優秀選手に選ばれた本町関係選手は次のとおり ( 敬称略 )】

【男子】 山本涼
りょ う た

太 (FC 今治、一本松中 - 南宇和高校卒 ) 

　　　 増田周大 ( 城辺中サッカー部 )

          吉見 翔
かける

( 城辺少年サッカークラブ )

          中平大
だ い す け

介 ( 平城 SC)

【女子】 浅海早
さ き

希 ( 宇和島南中等教育学校後期課程、中浦小卒 )

　　　 西村瑠
る ね

音 ( 一本松少年サッカークラブ )

県サッカー優秀選手に、町内関係者6名
2/15

浅海早希さん写真左から西村瑠音さん、吉見翔くん、増田周大くん

中平大介くん

山本涼太さん



p21 広報あいなん

　御荘 B&G 海洋センター体育館で「第 22 回 B&G 会長
杯ミニバレーボール大会」が開催され、女子1部に6チー
ム、女子 2部 (50 歳以上 ) に 4 チームが参加して楽し
く汗を流しました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 優勝 ヴィアンカ  準優勝 クレヨン
2部 優勝 カルテット  準優勝 カメレオン

B&G会長杯ミニバレーボール大会
1/25 

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

男子中学 1年の部
優勝 藤田脩人くん

2部優勝 カルテット

　南レク城辺公園芝球技場ほかで、東海公民館などの主催による「第 44 回東海杯少年サッカー大会」
が開催され、町内外から 24 チーム約 280 名の選手が参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 本町の優勝、準優勝のみ掲載 )】

小学生 1部 (6 年生以下 )　優勝  一本松少年サッカークラブ U-12　準優勝 城辺少年サッカークラブ 
小学生 2部 (4 年生以下 )　準優勝 平城 SC A
小学生 3部 (2 年生以下 )　優勝  一本松少年サッカークラブ I　準優勝 城辺少年サッカークラブ

伝統のサッカー大会で熱戦
1/25

　剣道の愛媛県少年選手権大会が県武道

館で開催され、小学校 5、6年と中学校 1、

2 年の男女の部に、本町から計 26 名の選

手が出場しました。大会は学年ごとの男

女別で行われ、中谷巴
と も

さん ( 城辺小 6年、

深浦剣道会 )、藤田脩
しゅ う と

人くん ( 城辺中 1年 )

がそれぞれの部で優勝するなど、愛南の

剣士は、県内の強豪が一堂に会する大舞

台で、日頃の稽古の成果を発揮しました。
【大会の結果は次のとおり
( 敬称略。本町選手の 3位までを掲載 )】

女子小学 6年の部
 優勝 中谷 巴 ( 深浦剣道会 )

男子中学 1年の部
 優勝 藤田脩人 ( 城辺中 )

女子中学 2年の部
 3 位 上杉奈

な な

々 ( 城辺中 )

剣豪そろう大舞台で
愛南の剣士が大活躍

1/18

女子小学 6年の部
優勝 中谷 巴さん

1部優勝 ヴィアンカ

3部優勝
一本松少年サッカークラブ I

1 部優勝
一本松少年サッカークラブ U-12
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
月曜日
火・木曜日
●園庭・保育室開放
水・金曜日
●育児（電話）相談
月～金曜日
土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
月・水・金曜日

●園庭等開放
火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30
13:00 ～ 15:00

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

10:00 ～ 11:30

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

12日（木）、26日（木）       13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

あいなん幼稚園

柏保育所

3 月の子育てサポートご案内

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

家串保育所

16日(月 )～ 19日(木 )

9 日 ( 月 )、18 日 ( 水 )、25 日 ( 水 )、
27 日 ( 金 )、4 月 3 日 ( 金 ) は御荘夢
創造館で行います。

“おもいで”の制作

10日（火） ポケット『ベビーマッサージ交流』
10:30 ～ 11:30

乳児親子 &妊婦（※要予約）

ポケット『親子防災教室④』 
10:00 ～

一緒に防災について考えましょう !
(※要予約 )

15 日（日） げんき市世代間交流

17日（火） 

13 日（金） 育児講座 (お別れクッキングパーティ )
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弥
生
愛
南
文
芸

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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１月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

１月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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キビナゴは頭・わた・中骨を取り除き、甘
酢につけておく。

キビナゴが白くなったら、ザルに上げて水
気を切る。

おからは炒って砂糖・塩・酢・みじん切り
のしょうが・炒りごまを加えて味をつけ、
最後に薄口しょう油少々で香りづけをし、
冷ましておく。 

おからを小さく丸めて芯にし、②の魚で巻
く。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　取材に向かう車中で、ラジオ番組のパーソナリティが

「『チャック』は英語でしょうか」と問いかけてきました。『チャッ

ク』は日常会話でよく耳にする言葉ですが、何語なのか今まで

深く考えたことはありませんでした。

　結論から申し上げると、『チャック』の語源は、「巾
きんちゃく

着」だそ

うです。つまり、後半の「着」をもじってできた造語で日本固

有の名称でした。ちなみに『ファスナー』は英国式名称で、正

式には「スライドファスナー」といいます。『ジッパー』は米国

式名称で、チャックを閉めるときの擬音になぞり商品名になっ

たそうです。

　以前、私が 1分間スピーチをする機会があり、『ポン酢』の語

源について話したことがありました。諸説あるそうですが、オ

ランダ語で「柑橘系の果汁」を表す「pons( ポンス )」が語源だ

とする有力説のことを記憶しています。この説によると、『ポ

ン酢』という言葉は「ポン」と「酢」に分けられるものではな

く、「ポン」単体の意味というのはないそうです。また、『ポン

カン』の「ポン」は、原産国インドの都市名「Poona( プーナ )」

に由来するそうです。

　このように語源を知らない言葉はたくさんありますが、調べ

てみるとおもしろい発見があります。これまで、何の疑いもな

く使い続けてきた日本語が誤用だと知ったときはショックであ

り、急に正すというのは結構厄介なものです。

　様々な言葉を調べる、誰かに話す、教えるなど研鑽を積み、

正しい文章で皆様に「広報あいなん」をお届けできるよう、取

り組まなければと考えさせられる出来事でした。

500g
適宜

小さじ 1
大さじ 2
150g

大さじ 6
小さじ 2
小さじ 4
少々

ひとかけ
大さじ 2

作り方

①

②

③

栄養価 (1 人分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

193kcal
21.0g
4.4g

175mg
3.2g

キビナゴの丸寿し
〈材料（5人分）〉
キビナゴ
砂糖
塩
酢
おから
砂糖
塩
酢
薄口しょうゆ
しょうが
炒りごま

キビナゴは、夜間、海中に集魚灯を沈め、その光に集まったものを巻き網で
囲んで獲ります。春先から秋にかけて獲れますが、産卵期を迎えて丸々と肥え
る 4月から 6月が旬です。

使用している愛南産の農水産物「キビナゴ」

お年
寄り
の声

昔か
ら作
られ
てい
る

郷土
料理
でし
てな
。

キビ
ナゴ
は、
しめ
る

時間
が短
くて
すむ
ので

手軽
に作
るこ
とが

でき
るん
じゃ
よ。
 

～愛なん食育レシピ集より～

④
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